
平成 29年 10月 26日 

 

株式会社 山陰合同銀行 

 

シンジケートローンの組成について 

 

 山陰合同銀行（頭取 石丸 文男）では、このたび株式会社ひまわり企画（代表取締役 

藤井 武親、鳥取県倉吉市）に対し、倉吉シティホテルの増改築・耐震化工事資金の調達

を目的としたシンジケートローンの組成を行いましたのでお知らせします。 

 

 倉吉シティホテルは倉吉駅近隣の中心市街地に位置し、倉吉市の代表的なホテルとして

長年、多くの宿泊客に愛されてきましたが、平成 28 年 10 月に発生した鳥取県中部地震に

より施設の一部が被災しました。 

この度、倉吉シティホテルの増改築・耐震化を進め、震災からの復興のシンボルとして

当ホテルのグランドオープンを計画されていることから、中長期的な事業計画策定のご支

援を行うとともに、地元金融機関によるシンジケート団を組成しました。 

 

 これからも当行は、地元企業に対する融資サポートを積極的に行い、事業拡大や経営の

革新に向けた企業の円滑な資金調達のため、多様な手法を活用した最適なご提案を行って

参ります。 

記 

１．シンジケートローンの内容 

アレンジャー（主幹事） 山陰合同銀行 

エージェント（事務代理人） 山陰合同銀行 

参加金融機関 山陰合同銀行、倉吉信用金庫 

組成金額 6億 8,000万円 

期間 20年 

資金使途 倉吉シティホテル増改築・耐震化資金 

 

２．倉吉シティホテルの概要 

所在地 鳥取県倉吉市山根 543-7 

リニューアル時期（予定） 平成 31年 3月 1日 

新館「アネックス」新築オープン 

平成 31年 12月 1日 

  旧館 耐震化工事を経てグランドオープン 



総事業費 約 8億円 

敷地面積 2,336.83㎡ 

客室数 新館 49室  旧館 79室  合計 128室 

その他 ・客室数を 69室増設 

・チャペルの装いも一新され、新館「アネックス」ととも

に平成 31年 3月 1日リニューアルオープン 

・新館「アネックス」には、天然温泉を利用した大浴場と

サウナを完備（男女別） 

 

３．前回ニュースリリースとの相違点 

 「２．倉吉シティホテルの概要」について、一部誤りがございましたので、下記のとお

り訂正させていただきますとともに、深くお詫び申し上げます。 

【変更前】 

リニューアル時期（予定） 平成 30年 3月 1日 

新館「アネックス」新築オープン 

平成 31年 12月 1日 

  旧館 耐震化工事を経てグランドオープン 

その他 ・客室数を 69室増設 

・チャペルの装いも一新され、新館「アネックス」ととも

に平成 30年 3月 1日リニューアルオープン 

・新館「アネックス」には、天然温泉を利用した大浴場と

サウナを完備（男女別） 

 

【変更後】 

リニューアル時期（予定） 平成 31年 3月 1日 

新館「アネックス」新築オープン 

平成 31年 12月 1日 

  旧館 耐震化工事を経てグランドオープン 

その他 ・客室数を 69室増設 

・チャペルの装いも一新され、新館「アネックス」ととも

に平成 31年 3月 1日リニューアルオープン 

・新館「アネックス」には、天然温泉を利用した大浴場と

サウナを完備（男女別） 

以上 


